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テストケースの可視化を実現する
テスト用ダイアグラムの提案

浦田 聖也1,a) 片山 徹郎1,b)

概要：本論文では，テストケースの可視化を実現するために，テスト用コミュニケーション図とテスト用
状態マシン図の 2つのテスト用ダイアグラムを提案する．本論文で提案するテスト用ダイアグラムは，テ
ストケースと UML（Unified Modeling Language）のダイアグラムを比較し，それらの共通する情報を，
比較に用いた UMLのダイアグラムに追記することによって作成する．テスト用ダイアグラムを作成する
ことによって，テストケースがどこをテストするかを俯瞰できるようになり，テストケースの抜けや不備
の発見を支援できる．また，UMLダイアグラムの抜けや不備の発見も支援できる．

1. はじめに

近年，システムの大規模化に伴って，ソフトウェアテス
トに用いるテストケースも大規模になっている．テスト
ケースは，文章を項目として羅列したものがほとんどであ
るため，テストケースが大規模になると，どこをテストす
るためのテストケースかを理解することは難しい．それが
原因で，テストケースの抜けや不備が発生する可能性があ
る．それらが発生した場合，稼働後のシステム障害の原因
になる [1]．
そこで本論文では，テストケースの可視化を実現するテ
スト用ダイアグラムとして，テスト用コミュニケーション
図とテスト用状態マシン図の 2つを提案する．これらの図
を作成することで，テストケースがどこをテストするかを
俯瞰できるようになり，テストケースの抜けや不備の発見
を支援する．
本研究で提案するテスト用ダイアグラムとは，テスト
ケースと UMLダイアグラム [2]の共通する情報を，UML

ダイアグラムに追記したダイアグラムのことである．本研
究で対象とするテストケースは，システムの遷移をテスト
するためのテストケースである．このテストケースは，ダ
イアグラムと比較する箇所を明確にするため，本研究で定
めるテストケースの記述事項に従って作成する必要があ
る．なお，このテストケースは，要求仕様書から作成され，
UMLダイアグラムから作成されていないものとする．
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ダイアグラムへテストの情報を記述する技術に，UTP

（UML Testing Profile）がある [3]．UTP は，テスト分析，
設計，実装のプロファイルを行うことができる．これに対
して，本研究はテストケースの可視化を目的としている．

2. テスト用ダイアグラム

本研究は，テストケースとダイアグラムを比較し，それ
ぞれが一致した場合，ダイアグラムの遷移を表す部分を実
線で囲み，実線の内側にテストケースの IDを追記するこ
とで，テスト用ダイアグラムを作成する．このダイアグラ
ムを作成することで，ダイアグラムが表す遷移が実線で囲
まれ，実線の内側にテストケースの IDが記述されている
場合，この遷移は，追記した IDが示すテストケースによっ
て，テストされることが分かる．よって，作成したダイア
グラムの遷移を表す部分が，実線で囲まれていなかった場
合，または，追記されていないテストケースの IDがある
場合，テストケースか UMLダイアグラムに抜けか不備を
含む可能性がある．ただし，テストケースと UMLダイア
グラムの比較対象部分に同様な抜けや不備がある場合，そ
れぞれの抜けや不備を発見することはできない．
上記の考え方に基づいて，テスト用コミュニケーション
図とテスト用状態マシン図の作成手法を考案した．それら
の内，テスト用コミュニケーション図の作成手法のみを，
以下に示す．
( 1 ) コミュニケーション図と比較していないテストケース
を 1つ選択

( 2 ) 事前条件と送信側の参加要素の名前，または，クラス
を比較

( 3 ) 操作とメッセージを比較
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表 1 オブジェクト間の通信をテストするためのテストケースの例
ID A1

事前条件 「ユーザ」がメッセージを送信する
操作 「値を入力」
事後条件 「UI」がメッセージを受信する
ID A2

事前条件 「UI」がメッセージを送信する
操作 「入力された値を送信」
事後条件 「判定部」がメッセージを受信する
ID A3

事前条件 「判定部」がメッセージを送信する
操作 「判定結果を送信」
事後条件 「UI」がメッセージを受信する

ユーザ UI 判定部

1. 値を入力 1.1  入力された値を送信

1.2 判定結果を送信

図 1 コミュニケーション図の例

( 4 ) 事後条件と受信側の参加要素の名前，または，クラス
を比較

( 5 ) 比較した部分がすべて一致した場合，メッセージの矢
印記号を実線で囲み，囲んだ実線の内側に選択したテ
ストケースの IDを追記

( 6 ) 比較していないテストケースがある場合，(1)に戻り，
ない場合テスト用コミュニケーション図が完成

3. 適用例

プログラム例「整数を入力すると偶数か奇数か判定し出
力するプログラム」を対象とした，コミュニケーション図
の例と，状態マシン図の例と，テストケースの例を用いて
テスト用ダイアグラムを作成する．
コミュニケーション図の例を，図 1に示す．また，テス
トケースの例を，表 1に示す．これらを用いて作成したテ
スト用コミュニケーション図を，図 2に示す．このダイア
グラムに記述されているテストケースの IDから，テスト
ケースがコミュニケーション図の表すオブジェクト間の通
信の，どこをテストしているのかが分かる．また，図 2に
おいて，メッセージの矢印が，すべて実線で囲まれている
ことから，図 1が表すオブジェクト間の通信が，表 1のテ
ストケースによって，すべてテストされることが分かる．
一方，図 1のコミュニケーション図の例と，図 1に対し
て抜け，または，不備を含むテストケース，さらに，表 1

のテストケースの例と，表 1に対して抜け，または，不備
を含むコミュニケーション図の例を用いて，それぞれのテ
スト用コミュニケーション図を作成した．その結果，作成
したダイアグラムには，実線で囲まれていない遷移や，追
記されていないテストケースの ID があることが分かった．
このことから，テストケース，および，コミュニケーショ
ン図の抜けや不備の発見を支援することができた．

ユーザ UI 判定部

1. 値を入力 1.1  入力された値を送信

1.2 判定結果を送信

ID:A1 ID:A2

ID:A3

図 2 テスト用コミュニケーション図の例

入力待ち中

do:入力を待つ

判定中

do:入力を判定する

ID:D1

整数を入力する

ID:D3

判定結果が判明する[結果==奇数]/「奇数」を画面へ出力する

ID:D2

判定結果が判明する[結果==偶数]/「偶数」を画面へ出力する

図 3 テスト用状態マシン図の例

プログラム例を表す状態マシン図の例とテストケースの
例を用いて，作成したテスト用状態マシン図を，図 3に示
す．テスト用コミュニケーション図の例と同様に，作成し
たダイアグラムから，テストケースが状態マシン図の表す
状態間の遷移の，どこをテストしているか，また，状態間
の遷移がすべてテストされることが分かる．その結果，テ
スト用コミュニケーション図と同様に，テストケース，お
よび，状態マシン図の抜けや不備の発見を支援することが
できた．

4. おわりに

本論文では，ソフトウェアの信頼性の向上のための，テ
ストケースの可視化を目的とした，テスト用ダイアグラム
作成手法を提案した．作成したテスト用ダイアグラムに
よって，テストケースがどこをテストしているかを俯瞰で
きるようになり，テストケースの抜けや不備の発見を支援
することができる．実際に，本提案手法をプログラム例に
適用することで，上記を確認するとともに，UMLダイア
グラムの抜けや不備の発見を支援できることも分かった．
これらのことから，今回提案するテスト用ダイアグラムの
作成手法を用いて，テストケースを可視化することによっ
て，ソフトウェアの信頼性向上につながると考えられる．
今後の課題として，以下を挙げる．
• 提案手法の充分性を検証
• 未対応箇所の検討
• 他の UMLダイアグラムに適用
• テスト用ダイアグラム作成の自動化
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